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今
こ
れ
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
あ
な
た
、
あ
な
た
に
呼
び
か
け
ま
す
。

賛
助
会
員
に
な
っ
て
下
さ
り
、
と
も
に
民
研
を
創
っ
て
い
く
、
か
け
が
い
の
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
こ
と
を
。

私
た
ち
は
待
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
意
思
と
支
援
を
。

小
さ
な
研
究
所
が
、
大
き
な
理
想
に
向
か
っ
て
着
実
な

一
歩
を
踏
み
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、

今
あ
な
た
の
お
力
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

か
つ
て
若
手
研
究
者
と
し
て
、
私
は
、
民
研
設
立
準
備
会
に
参
集
し
ま
し
た
。

教
育
現
場
の
問
題
を
研
究
課
題
に
捉
え
な
お
し
、
自
主
的
で
創
造
的
な
研
究
活
動
を
積
み
重
ね
て
、
少
し
で
も
子
ど
も
と
教

育
関
係
者
の
願
い
に
応
え
て
い
け
る
よ
う
、
一
途
に
歩
い
て
き
ま
し
た
。

民
研
は
、
間
も
な
く
創
立
三
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
民
研
の
流
れ
に
合
流
し
、
一
緒
に
船
を
こ
い
で
い
く
お
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

98号 ＜2018年夏＞
特集Ⅰ 焦点としての「家族」
特集Ⅱ 今日の国家･社会･教育改変に

どう対抗するか
97号 ＜2018年春＞

特集Ⅰ 学校が危ない!?－新自由主義教育の
もとでの子どもと教師

特集Ⅱ グローバル新自由主義のもとにおける
教育と教員

96号 ＜2017年冬＞
特集Ⅰ これからの「学力」を語り合おう
特集Ⅱ 教育で 地域づくり、地域おこし

95号 ＜2017年秋＞
特集 子どもの貧困－子ども･若者支援とその課題

『年報』を発行しています
第１８号（２０１８年７月） 1800円

下北半島の未来を紡ぐ－地域、教育、民主主義

第１部 変貌する下北の地域と教育

第２部 下北における核半島と学習

第３部 下北調査に思う 第４部 今後の課題

第 17号（２０１７年６月） 新学習指導要領を読み解く

『民研パンフレット』を発行しています
№１「お金がないと学校に行けないの？」 2013年

№２「子どもと学校、地域のための教育委員会制度とは」2014年

教育の焦点的諸問題を実践的理論的に探究する機関誌

年４回発行 定価 1190 円＋税

民主教育研究所

●〒 102-0084

● 東京都千代田区二番町 12-1
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研 究 委 員 会

子ども研究委員会
学校生活と学びの保障（高校生を中心に）、子どもの保護と生活

支援・貧困問題、不登校問題・退学やひきこもりの問題、非行か

らの立ち直りの問題、子どものつながり・子どもとのつながり

（委員長 馬場久志）

中等教育研究委員会
高校普通科におけるキャリア教育（学校のとりくみと生徒のキャリ

ア意識形成を含む） （委員長 太田政男）

「特別支援教育と子ども・学校」研究委員会
①通級指導の全国動向と東京の通級指導学級再編の現状分析

②高校における通級指導 ③複式学級編成を原則とする特別

支援学級の改善課題 （委員長 中村尚子）

教育課程研究委員会
①教育課程をめぐる政策動向と学校現場 ②実践現場・学校で

の具体的な現れとその実践的・理論的な対応

（委員長 金馬国晴）

教育行財政研究委員会
教育委員会制度「改正」後の自治体教育行政と「学校参加」制度

（委員長 山本由美）

「ジェンダーと教育」研究委員会
安倍政権下での新自由主義的女性政策・家族政策の検討、男

女共学・ジェンダー平等教育の現状と課題の検討、セクシュアリ

ティをめぐる青少年の現状とセクシュアリティ教育の課題の検討

新しい学習指導要領および新教科書のジェンダー視点からの

批判的検討 性教育をめぐる状況、とりわけ足立区で起きている

性教育バッシングを取り上げ、例会等で研究討議する。

（委員長 杉田真衣）

「環境と地域」教育研究委員会
「原発・地域・教育：下北半島と玄海町との比較を通して」

玄海町の過去の運動と現況について集団調査を実施する。

（委員長 安藤聡彦）

国際教育研究委員会
「新自由主義教育改革の国際比較」 子どもと教職員がおかれ

ている状況をグローバルに捉え、各国の教育政策や教職員・市

民の運動から課題を展望を見出す。 （委員長 中村雅子）

道徳教育プロジェクト
中学校の教科書（特に日本教科書）の分析、および小学校での

道徳科の授業・評価とそれらに関する教育委員会作の手引きの

収集と分析、さらには中学校のそれらを中心に、現場で実践して

いく手がかりの提供などを行う。 （委員長 笠原昭男）

2018 年度～ 2019 年度の各研究委員会の研究テ

ーマを紹介します。

こ
の
研
究
所
は
、
真
理
と
真
実
に
基
づ
き
、
研
究
を
と
お
し
て
広
く

教
育
の
仕
事
に
携
わ
る
も
の
の
実
践
を
支
え
励
ま
す
拠
点
と
し
て
設

立
さ
れ
る
。
研
究
と
教
育
は
統

一
的
に
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
教

育
実
践
を
担
う
教
育
者
自
身
も
ま
た
研
究
の
主
体
で
あ
る
。
研
究
の

過
程
で
は
、
自
由
と
自
主
性
を
重
ん
じ
、
異
な
る
意
見
や
研
究
方
法
の

多
様
性
を
認
め
あ
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

研
究
所
は
、
教
育
の
実
践
・研
究
に
関
わ
る
情
報
の
収
集
、
交
流
に

努
め
、
必
要
な
調
査
や
教
育
上
の
課
題
の
研
究
を
行
う
。
ま
た
、
共
通

の
願
い
に
も
と
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
全
国
各
地
の
諸
研
究
機
関
と
の
交

流
に
努
め
る
。

私
た
ち
は
、
地
域
の
切
実
な
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
か
ら
出
発
し
、

人
間
的
な
視
野
に
立
ち
、
広
く
学
問
や
文
化
に
学
び
な
が
ら
、
人
間

と
教
育
に
つ
い
て
の
英
知
の
結
集
の
場
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
こ
こ
に

民
主
教
育
研
究
所
を
設
立
す
る
。

（
一
九
九
二
年
・設
立
趣
意
）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

地
域
の
教
育
研
究
所
、
教
育
運
動
と
の
交
流
を
通
じ
て
研
究
を
発
展
さ
せ
る

全
国
教
育
研
究
交
流
集
会

二
〇

一
八
年

一
二
月
二
二
日

（土
）
・
二
三
日

（日
）

会
場
：京
都
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

憲
法
を
生
か
し
教
育
研
究

・
実
践
の
自
由
を

す
べ
て
の

す
べ
て
の

す
べ
て
の

す
べ
て
の
子子子子
ど
も

・

ど
も

・

ど
も

・

ど
も

・
若
者
若
者
若
者
若
者
にににに
学学学学
ぶぶぶぶ
希
望
希
望
希
望
希
望
とととと
喜喜喜喜
び
を
び
を
び
を
び
を
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◆学校教育と

セクシュアリティ

６月２日実施

◆ 3,11から７年

復興教育と心のケア

と地域づくりへの挑戦

から学ぶ

６月９日実施

◆発達障害がある子

どものいる通常学級

の実践と学級づくり

７月 14日実施

教育専門職・労働教育専門職・労働教育専門職・労働教育専門職・労働

者の働き方はどう者の働き方はどう者の働き方はどう者の働き方はどう

あるべきか－「働きあるべきか－「働きあるべきか－「働きあるべきか－「働き

方改革」の検証方改革」の検証方改革」の検証方改革」の検証

１０月２７日（土）

13:30～

エデュカス東京

◆賛助会員 になって下さい

民主教育研究所は、全日本教職員組合の組合員

と、賛助会員によって財政が支えられ、運営されて

います。研究活動の一層の発展のために、ひとりで

も多くの方に賛助会員としてご協力いただきたく、お

願い申し上げます。

賛助会員の年会費は１万円（学生・院生は５千円）

です。年４回発行の『人間と教育人間と教育人間と教育人間と教育』を送付します。ま

た民主教育研究所発行の書籍の値引き販売もして

います。

申込み申込み申込み申込みは、メール・ＦＡＸまたはＨＰからお願いし

ます。名前、住所、所属、電話番号・メールアドレス

をお知らせ下さい。、

民研の運営委員・顧問等

代表運営委員 梅原利夫（和光大学名誉教授）

副代表運営委員 中村雅子（桜美林大学）

児美川孝一郎（法政大学） 馬場久志（埼玉大学）

運営委員 朝岡幸彦（東京農工大学） 荒井文昭（首都大学東

京） 安藤聡彦（埼玉大学） 池谷壽夫（了徳寺大学）

勝野正章（東京大学） 木村浩則（文京学院大学） 金馬国晴

（横浜国立大学） 杉田真衣（首都大学東京） 高橋哲（埼玉大

学） 中嶋哲彦（名古屋大学） 中村清二（大東文化大学）

松田洋介（金沢大学） 山口直之（全国私教連） 山本由美

（和光大学） 宮下直樹（全日本教職員組合）

地域等からの研究者代表 卜部善雄（北海道） 寺田肇（青

森） 数見隆生（宮城） 三輪定宣（千葉） 山内芳衛（埼玉）

宮川義弘（東京） 折出健二（愛知） 原貞次郎（長野） 渡辺孝

之（岐阜） 山口隆（大阪） 本田久美子（京都） 山上修（滋賀）

濱田郁夫（高知） 仲田陽一（熊本）

全教代表 小畑雅子（書記長）

顧 問 神山正弘 銀林浩 佐貫浩 館博通 田中武雄

津田玄児 中野光 橋本三郎 橋本紀子 堀尾輝久 三上昭彦

宮本憲一 八木英二 山田洋次 横湯園子


